
20232023

４４
No.205No.205

　　　　
　　　　　　　　その瞳が見据える先へ　



22023.4 広報みなみあいづ

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

　
　
　
　
　

次
世
代
に
継
承
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　

次
世
代
に
継
承
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

令和 　 年度5
町政施政方針

南
会
津
町
長

　
　
　

渡
部　

正
義

町
政
運
営
に

　
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針

　

若
者
の
流
出
、
出
生
児
の
減
少
や
空

き
家
の
増
加
な
ど
想
定
よ
り
急
速
に
進

む
人
口
減
少
は
、
様
々
な
課
題
の
要
因

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
昨
年
４
月
、
町
長

に
就
任
し
て
以
降
「
世
代
交
代
の
担
い

手
と
な
り
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

施
策
を
実
行
し
、
次
世
代
に
継
承
す
る

町
づ
く
り
」
を
推
進
し
、「
夢
と
希
望

と
活
力
に
満
ち
た
南
会
津
町
の
実
現
」

を
目
指
し
町
民
の
皆
様
の
声
に
真
摯
に

向
き
合
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
、
令
和
４
年
度
が
最

終
年
度
と
な
る
、
第
２
次
南
会
津
町
総

合
振
興
計
画
の
行
政
評
価
に
よ
る
総
括

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き

た
成
果
と
現
状
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年

度
を
初
年
度
と
す
る
「
第
３
次
南
会
津

町
総
合
振
興
計
画
」
に
掲
げ
た
「
自
然

と
人
が
笑
顔
を
育
む
ま
ち 

～
と
も
に

生
き
る 
み
ん
な
の
ふ
る
さ
と
～
」
の

将
来
像
の
も
と
、
本
町
の
最
大
の
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
を
要
因
と
す
る
地
域

活
力
の
低
下
や
経
済
活
動
へ
の
影
響
、

更
に
は
、
集
落
に
お
け
る
支
え
合
い
機

能
の
維
持
・
向
上
に
つ
い
て
、
対
策
を

講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及
び
物
価
高
騰

の
課
題
に
対
し
て
も
、
引
き
続
き
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
健
康
を
守
り
経
済
を

再
生
さ
せ
る
た
め
、
町
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
り
力
を
結
集
し
、
町
民
の
皆
様

一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
組
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
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令
和
５
年
度

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

　

令
和
５
年
度
当
初
予
算
編
成
に
つ
き

ま
し
て
は
、
不
安
定
さ
を
増
す
世
界
情

勢
な
ど
を
起
因
と
し
た
、
原
油
価
格
及

び
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
燃
料
費

や
光
熱
費
と
い
っ
た
経
常
経
費
の
大
幅

な
増
加
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町

民
生
活
の
安
定
と
町
内
経
済
の
維
持
・

強
化
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
の
在

り
方
を
「
共
生
」
へ
と
シ
フ
ト
し
、
コ

ロ
ナ
対
応
の
出
口
を
意
識
し
た
、
地
域

に
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
の
予
算
編
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
「
第
３
次
南
会
津
町
総
合
振
興
計

画
」
に
掲
げ
る
ま
ち
の
将
来
像
実
現
に

向
け
、
力
強
く
着
実
な
一
歩
を
踏
み
出

　

こ
れ
ら
の
重
点
施
策
を
踏
ま
え
る
と

　

こ
れ
ら
の
重
点
施
策
を
踏
ま
え
る
と

と
も
に
、
全
て
の
事
務
事
業
を
こ
れ
ま

と
も
に
、
全
て
の
事
務
事
業
を
こ
れ
ま

で
の
慣
行
に
捉
わ
れ
ず
、「
選
択
と
集

で
の
慣
行
に
捉
わ
れ
ず
、「
選
択
と
集

中
」
に
よ
り
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
検
討
し

中
」
に
よ
り
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
検
討
し

た
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
対

た
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
対

前
年
度
比
３
．
２
％
増
の
１
２
８
億

前
年
度
比
３
．
２
％
増
の
１
２
８
億

１
，
２
０
０
万
円
、
特
別
会
計
は
３
会

１
，
２
０
０
万
円
、
特
別
会
計
は
３
会

計
総
額
で
４
１
億
１
，
４
０
０
万
円
、

計
総
額
で
４
１
億
１
，
４
０
０
万
円
、

公
営
企
業
会
計
は
２
会
計
総
額
で

公
営
企
業
会
計
は
２
会
計
総
額
で

２
０
億
９
，
６
２
８
万
９
千
円
と
し
た

２
０
億
９
，
６
２
８
万
９
千
円
と
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　

な
お
、
本
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

必
要
な
投
資
と
財
政
規
律
の
バ
ラ
ン
ス

必
要
な
投
資
と
財
政
規
律
の
バ
ラ
ン
ス

を
見
極
め
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の

を
見
極
め
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の

視
点
に
立
っ
た
執
行
に
努
め
て
ま
い
り

視
点
に
立
っ
た
執
行
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
が
、緊
急
的
な
事
案
に
対
し
て
は
、

ま
す
が
、緊
急
的
な
事
案
に
対
し
て
は
、

機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
、
柔
軟
な
発
想

機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
、
柔
軟
な
発
想

と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
必
要
な
対
策

と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
必
要
な
対
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

ー 施政方針冒頭より抜粋 ー

　新型コロナウイルス感染症は、

政府において感染症法上の位置づ

けを５類へ移行することが決定さ

れました。これまで、ワクチン接

種をはじめ経済支援など様々な対

策を講じているところですが、町民

の皆様、事業者の皆様のご理解、

ご協力をいただいていることに、

改めて心から感謝を申し上げます。

　

　また、ロシアによるウクライナ侵

攻や円安は、燃料価格をはじめ物

価高騰により私たちの生活に大き

な影響を与え、度重なる値上げに

より町民の皆様には新型コロナウ

イルス感染症と併せて、大変な不

安があるものと察しております。

　町といたしましては、引き続き、

町民の皆様の命と健康、生活を守

ることを第一に、様々な課題解決

に向け全力を尽くしてまいります。

す
た
め
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
編
成

に
お
い
て
は
「
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、
次
世
代
に
継
承
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
基
本
方
針
と
し
、
７
つ
の
重

点
施
策
を
柱
と
い
た
し
ま
し
た
。

４月よりスタートする
第３次南会津町総合振興計画
に掲げる 「５つの目標の柱」
に基づいた主要施策の概要
についてのご紹介

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
町
内

各
種
産
業
の
再
生
に
向
け
た
取
組

重点施策１
「
定
住・
結
婚・
子
育
て
」
支
援
に
よ

る
、
町
民
に
希
望
と
満
足
感
を
醸
成

さ
せ
る
取
組

重点施策２
地
域
資
源
を
活
か
し
た
関
係
人
口
の

創
出
に
よ
り
、
地
域
の
元
気
を
生
み

出
す
取
組

重点施策３

社
会
資
本
整
備
の
着
実
な
進
展
と
新

た
な
人
の
流
れ
に
対
応
す
る
地
域
づ

く
り
に
向
け
た
取
組

重点施策５
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実・
産
業
の
振

興 

・
行
政
の
効
率
化
」
に
資
す
る
デ

ジ
タ
ル
政
策
を
加
速
化
さ
せ
る
取
組

重点施策６
公
共
施
設
の
効
率
的
な
管
理
運
営
と

将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
改
革
に
向

け
た
取
組

重点施策７
農
林
業
の
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の

確
立
と
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
取
組

重点施策４
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目標の柱  1

豊かな自然ときれいな水が
育む元気に安心して
過ごせるまちづくり

自然と生活環境の保全
　地球温暖化対策に継続して取り
組むとともに、特定外来生物の駆
除対策の検討や環境学習に取り組
むなど、自然環境保全について意
識の醸成を図ります。
　また、尾瀬国立公園田代山にお
ける山腹崩落に関する対策を、引
き続き関係機関と連携して進めま
す。

医療・福祉体制の維持医療・福祉体制の維持
　将来にわたって地域医療が維持
されるよう、医師や医療スタッフ
の確保について県や関係機関へ引
き続き要望を行います。
　また、高齢者見守り支援や高齢
者世帯等除雪支援などにより、安
心して暮らし続けられるよう、地
域と行政が一体となった支援体制
を継続します。

切れ目のない子育て支援切れ目のない子育て支援
　妊娠期から子育て期にわたり切
れ目のない支援を一体的に提供す
る体制を強化します。
　さらに、保育料無償化対象外と
なっている０歳児から２歳児の保
育料について、新たな支援制度を
設け対象児童を預ける子育て世帯
の負担軽減を図ります。

男女の交流機会を創出男女の交流機会を創出
　町単独や県と合同で婚活イベン
トを開催します。さらに、結婚を
希望している方の想いを叶えるた
めに縁結びサポーターを引き続き
配置するなど、町全体で結婚を後
押します。

目標の柱  2

魅力を高め活力を生み出す
ヒト・モノ・カネの好循環化

持続可能な農業へ
　若い農業者の育成と新規就農者
の確保に引き続き取り組みます。
また、農業生産基盤の整備や農地
集積の推進と併せて、将来の担い
手となる大規模農家の育成のほか、
農業用資材や農業機械購入等に係
る経費の一部支援など、安定的な
経営体の育成と農業生産性の向上
に努めます。

森林施業の実施・森林保全
　「きとね」を拠点に、技術向上研修
による次世代の人材育成及び木育
事業を継続して展開します。
　併せて、需要に応じた素材の安
定生産や木材の利用拡大などによ
る林業・木材産業関係者の所得向
上や雇用創出を目指します。

企業誘致とまちなか再生
　新規創業等に係る経費の一部を
助成することにより、事業活動の
促進と生産能力の向上を図るとと
もに、企業誘致にも積極的に取り
組み、雇用の創出を目指します。
　また、地域住民や関係事業者と
の協働により中心市街地における
賑わい創出を進めるとともに、空
き店舗の利活用に向けた新たな支
援を行います。

観光産業の活性化
　星空の魅力を観光資源としてい
かした宿泊型観光誘客の体制整備
に着手します。また、合宿誘致に
継続して取り組むほか、地域団体
と連携しながら企業研修の魅力づ
くりや受入れ体制を構築します。

目標の柱  3

快適で充実した生活が送れ
る魅力ある生活基盤づくり

道路及び橋梁の整備
　町道中荒井線の改良工事及び町
道関本・古内線の富貴沢橋架け替
え工事など、町民生活に密接にか
かわる生活道路の改築・修繕工事
を実施します。さらに、住宅確保
要配慮者対策として町営住宅松下
団地の建て替え事業の継続など、
町民の生活基盤の整備を計画的に
進めます。

水道水の安定供給
　水道事業では、荒海・糸沢地区
水道施設の効率化や針生地区と静
川地区の連絡配水管整備を図り施
設の統廃合を進めるほか、老朽化
で漏水リスクの高い管路を優先的
に更新します。
　また、下水道事業では、効率的
な維持管理を目的に、高杖原処理
場と上郷処理場の統廃合に向けた
管路工事を実施するほか、田島処
理区及び南郷処理区における下水
道事業計画の変更に着手します。

効率的な公共交通網の形成
　自家用車を持たない高齢者など
の交通弱者にとって、公共交通は
移動手段として必要不可欠である
ことから、今後も交通弱者のニー
ズに即した公共交通への再編を地
域住民、交通事業者と協働で進め
ていきます。
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 むすびに 
　

　令和５年度は、町長に就任して

初めての当初予算の年度であり、

さらには、新たなまちづくりの指針

となる、第３次南会津町総合振興

計画のスタートの年であります。

　町民の声に耳を傾けながら、新

町まちづくり計画に掲げられた理

念 「“ひとが集まるまち” “ひとを育

むまち” “みんなが輝くまち”」を基

本としつつ、夢と希望と活力に満ち

た南会津町の実現を目指し、職員

と一丸になって全力を尽くして取り

組んでまいります。

ー令和５年度町政方針より抜粋ー

３月10日に行われた南会津町議会

の冒頭にて、町長が施策方針を表

明しました。

施策方針の詳細は、町のホームペ

ージをご確認ください。

ホームページはコチラ▶

目標の柱  4

世代を超えて「南会津愛」を
育む“共育”のまちづくり

目標の柱  5

誰もが主役で誰もがつな
がる未来を見据えた協働

による町の運営

教育ニーズに応える
　「学習支援員」を任用し、複式
学級の指導体制を充実させること
により、小規模校の良さをいかし
た学習環境を整備します。
　また、「特別支援教育支援員」を
配置し、学級担任と連携して日常
生活上の介助や学習支援、安全確
保を行い、共生社会の実現に向け
た教育の構築を目指します。

生涯学習環境の充実
　地域の歴史や文化を学ぶ場や、
スポーツを通した健康づくりなど
の生涯学習事業や公民館講座の充
実を目指します。併せて、体験活
動など地域と連携した教育を推進
する「放課後子ども教室」を継続
し、世代間交流による郷土愛や自
立心を育むなど地域を担う人材の
育成を行います。

地域文化の保存・伝承
　「田島祇園祭屋台歌舞伎」や、「藍
染技術」の後継者育成と伝統文化
の継承に取り組むなど民俗芸能や
伝統文化の保存伝承に努めます。
　また、伊南地域のシンボルであ
る「古町の大イチョウ」の保護と
地域コミュニティの活性化のため、
公園整備に継続して取り組む計画
であり、本年度は、旧伊南小学校
校舎等の解体工事に着手するとと
もに、公園整備に係る実施設計、
地質調査を行います。

協働のまちづくり
　ようこそ町長室や動く町長室な
どの広聴事業をはじめ、様々な場
面で、様々な世代の町民の皆様と
対話する場を設けます。その取組
の中で、町民の皆様の声に真摯に
向き合い対話を進め、施策にいか
すほか、地域の相互扶助や自主的
かつ主体的な住民自治活動及び集
落機能の維持強化を支援します。

デジタル技術の導入
　スマートフォン操作教室の開催
及び、国家試験であるＩＴパスポ
ート試験の受験費用助成を継続し、
デジタル化に対応した人材育成に
努めます。
　また、マイナンバーカードを利
用し、コンビニエンスストアなど
で住民票の写しや印鑑証明書、税
関係証明書の交付が可能となるほ
か、本庁舎と各総合支所の時間外
窓口においても同様のサービスが
受けられるよう行政サービスの充
実に取り組みます。

財政負担の軽減
　多くの町有施設を抱える本町に
とっては、それらの維持管理費が
将来的な財政運営の大きな負担に
なると考えていることから、公共
施設等総合管理計画に基づき、適
正な施設の配置等について検討を
進めます。
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■ 令和５年度会計別当初予算額一覧
会計区分 本年度予算額 前年度予算額 比　較 前年度比

一 般 会 計 128億1,200万円 124億2,000万円 3億9,200万円 3.2％
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 16億2,900万円 16億9,000万円 ▲ 6,100万円 ▲ 3.6％
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2億4,800万円 2億5,380万円 ▲ 580万円 ▲ 2.3％
介 護 保 険 特 別 会 計 22億3,700万円 22億4,800万円 ▲ 1,100万円 ▲ 0.5％
水 道 事 業 会 計 10億8,496万8千円 10億8,342万9千円 153万9千円 0.1％
下 水 道 事 業 会 計 10億1,132万1千円 10億400万円 732万1千円 0.7％

合　計 190億2,228万9千円 186億9,922万9千円 3億2,306万円 1.7％

　令和５年度一般会計
　　　　　歳入予算内訳

歳入
128億

1,200万円

令和 　 年度5

自主財源
（22.4%）

依存財源
（77.6%）

繰越金
2億円（1.6%）

繰入金
８億858万9千円

（6.3%）

諸収入
1億3,660万8千円

（1.1%）

町税
15億5,318万1千円（12.1%）

　　その他 自主財源
（1.3%）

　　　・分担金および負担金
　　　　　　　　  2,690万円
　　　・使用料および手数料
　　　　　　　7,592万7千円
　　　　・財産収入、寄附金 
　　　　　　　　  6,093万円

地方交付税
　62億7,000万円

（48.9%）

その他 依存財源（5.1%）
　・地方消費税交付金　 3億8,400万円
　・地方譲与税　　　2億1,280万4千円
　・その他の交付金　　　   6,120万円

町債
15億2,690万円

（11.9%）

国庫支出金
8億4,383万5千円　
　　　　  （6.6%）

県支出金
6億5,112万6千円

（5.1%）

　　【問合せ】
　　　総務課  財政係
　　　　　　　  電話  0241-62-6100

　

3
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、
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初
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会
で
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た
。

　
「
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、 

次

世
代
に
継
承
で
き
る
ま
ち
づ
く
り 

」

を
テ
ー
マ
と
し
た
当
初
予
算
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



広報みなみあいづ 2023.47

■ 性質別歳出内訳
性質区分 当初予算額 構成比

人 件 費 21億4,646万2千円 16.7％
物 件 費 17億8,998万9千円 14.0％
維 持 補 修 費 8億2,107万1千円 6.4％
扶 助 費 8億8,038万円 6.9％
補 助 費 等 26億6,810万2千円 20.8％
内  

訳
一 部 事 務 組 合 12億6,923万円 （9.9％）
そ の 他 13億9,887万2千円 （10.9％）

普 通 建 設 事 業 費 17億7,125万4千円 13.8％

内  

訳

補 助 事 業 費 5億5,577万1千円 （4.3％）
単 独 事 業 費 11億140万3千円 （8.6％）
県 営 事 業 負 担 金 等 1億1,408万円 （0.9％）

公 債 費 16億6,363万1千円 13.0％
積 立 金 1億2,517万5千円 1.0％
貸 付 金 2,000万円 0.2％
繰 出 金 8億8,423万3千円 6.9％
予 備 費 な ど 4,165万9千円 0.3％

合　計 128億1,200万円 100.0％

　令和５年度一般会計
　　歳出目的別予算内訳

歳出
128億

1,200万円

令和５年度南会津町
一般会計当初予算

主要事業ピックアップ
■ 総務費
  ・チームビルディングツーリズム事業

9,900千円
  ・コンビニ・マイナンバー利用住民
 　サービス向上事業

8,050千円
  ・集落応援交付金事業

21,102千円
  ・地域公共交通運行事業

42,538千円
  ・定住対策プロジェクト事業

7,877千円
■ 民生費
  ・高齢者生活支援事業

38,466千円
  ・保育所入所応援助成金事業

11,411千円
  ・パパママ応援交付金事業

7,100千円
  ・放課後児童対策事業

64,524千円
  ・結婚新生活支援事業

3,000千円
■ 衛生費
  ・妊娠・出産21プロジェクト事業

8,534千円
■ 農林水産業費
  ・新規就農者育成総合対策事業

10,500千円
  ・ 農地中間管理機構関連農地整備
　 事業等

50,500千円
  ・林産業雇用促進事業

3,840千円
■ 商工費
  ・地域振興緊急対策事業

14,100千円
  ・原油価格等高騰対策事業

40,000千円
  ・まちなか空き店舗等利活用支援事業

2,100千円
■ 土木費
  ・社会資本整備総合交付金事業

102,061千円
  ・土地区画整理事業

187,121千円
  ・空き家等対策事業

14,066千円
■ 教育費
  ・英語が話せる人材育成事業

11,035千円
  ・特別支援教育支援員配置事業

56,352千円 ※（  ）書きは内数です。

議会費・労働費など
1億5,614万4千円（1.2%）

総務費
21億7,124万円

（17.0%）　　

民生費
25億45万7千円
　　    （19.5%）

衛生費
10億9,453万円

（8.5%）

農林水産業費
7億2,471万7千円（5.7%）

商工費
7億9,804万2千円（6.2%）

土木費
17億5,108万6千円
　　　　  （13.7%）

消防費
7億2,314万7千円（5.6%）

教育費
12億2,900万6千円

 （9.6%）

公債費
16億6,363万1千円

（13.0%）
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※兼＝兼務　　併＝併任　　再＝再任用　　新＝新規採用
　太ゴシック＝異動職員

 ■ 舘岩総合支所
所属長 主幹・補佐 係　名 係　長 係　員 電　話

   支所長兼町民課長     
   　　渡部　浩明 ー

総　務　係 星　　弘樹 　   芳賀　昭和 78-3320

住　民　係 羽染さおり 　  （ 住民税務 ）　　楠　　真衣　　菅野　　望 新 78-3345
 （ 健康福祉 ）　　大山　里美　　橘　　千絵 78-3325

   振興課長
   　　渡辺　健二 長沼　正憲

企画観光係 長沼　正憲 兼   山越　貴幸　　塩生　和也　　渡部　龍人 78-3330

農林建設係 近藤　　厚 　   馬場　隆一　　赤松　了太　　阿久津弘典 再
  阿久津規夫 再

78-3340
78-3335

 ■ 伊南総合支所
所属長 主幹・補佐 係　名 係　長 係　員 電　話

   支所長兼町民課長
   　　馬場　　誠 平野　知則

総　務　係 平野　知則 兼   赤塚　健弥 76-7711

住　民　係 小山　美香 　  （ 住民税務 ）　　河原田千恵　　大山　幸祐 76-7712
 （ 健康福祉 ）　　塩生　敬洋　　星　佳奈子 76-7713

   振興課長
   　　野中　昭一 河原田庄佐

企画観光係 阿久津文稔 　   馬場　博崇 76-7715

農林建設係 河原田庄佐 兼   皆川　忠昭　　平野　宗則　　平野　　誠 再
  羽染　正巳 再

76-7716
76-7717

   教育委員会分室長
   　　山内　秀剛 須江　健太 学校教育係 須江　健太 兼   梅宮　朋伯　　 76-7718　馬場　富美 (南会津中)　  菊地　実佐 (南郷小）

生涯学習係 湯田　浩史 　   星　　欣一 再 76-7719

 ■ 南郷総合支所
所属長 主幹・補佐 係　名 係　長 係　員 電　話

   支所長兼町民課長
   　　平野　芳和 近藤　美和

総　務　係 馬場　英樹 　   渡部　洋三 再 72-2111

住　民　係 近藤　美和 兼  （ 住民税務 ）　　梁取　　倭　　齋藤　由美 再 72-2224
 （ 健康福祉 ）　　芳賀美咲加　　渡部　和子 再 72-2225

   振興課長
   　　目黒　智夫 大桃　　悟

企画観光係 大桃　　悟 兼   高倉　駿平　　星　　美沙 72-2900

農林建設係 平野　哲也 　   馬場　芳男　　目黒　　拓　　馬場　匡平　
  齋藤　　清 再

72-2113
72-2114

 ■ 博物館・保育所・幼稚園
所属長 主幹・補佐 係　名 係長・主任 係員・保育士・調理員 電　話

   奥会津博物館長
   　　猪股　　淳 ー 事　業　係 渡邊　貴恵 　   廣野　由美 66-3077

   田部原保育所長　
   　　室井　辰也 ー ー 馬場　牧子 　   芳賀　香織　　佐藤　若奈　　玉川　佳子　

  向後　純子 62-3996

   伊南保育所長兼
   南郷保育所長
   　　星　　克之

ー
伊南保育所 大竹　順子 　   大山　勝利　　五十嵐千賀　　馬場　千晴 76-2034

南郷保育所 坂田　美和 　   渡邉真由美　　渡部優希子　　大山　香理
  星　　美穂　　荒井智恵美　　酒井　浩行 再 73-2900

   舘岩幼稚園長
　 ( 舘岩小学校長 )

ー ー 平野　理砂 　   星　　美香 78-3430

 ■ 退職　　　　　　　　　　　　　　　　    （３月31日付け）
所　属 役　職 氏　名
総務課 総務課長 小寺　俊和

舘岩総合支所 主任主査 星　　文夫
農林課 主査 樋口　哲也

荒海小学校 主任用務員 児山　和代
南郷総合支所 主任主査兼環境水道係長 山内　昭弘

農林課 副主査 千本木洋介
環境水道課 主事 湯田　雅也

 ■ 派遣
派遣先 氏　名

　只見町  橘　　一明
　会津森林管理署 南会津支署（ 関東森林管理局 ） 酒井　　響
　福島県 渡邉　哲大
　びわのかげ保育所（ 南会津町社会福祉協議会 ） 児山加世子

 ■ 再任用終了　　　　　　　　　　　　　    （３月31日付け）
所　属 役　職 氏　名
税務課 固定資産専門員 居倉　雅彦

住民生活課 消費生活等専門員 星　　正信
伊南総合支所 学校教育専門員 星　　惠一
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令和５年度　南会津町職員配置表

町　長 渡部　正義 副町長 佐藤　一範 教育長 星　　英雄

 ■ 町役場本庁舎
所属長 主幹・補佐 係　名 係　長 係　員 電　話

   総務課長
   　　月田　　啓 大竹　政範

総　務　係 林　　明宏 　   渡部　竹美　　齋藤　大也　　大山　直人
  榊原　貴彦　　五十嵐和樹　　 62-6100財　政　係 長谷川祐樹 　   津吹　雅之　　楠　祐馬

管　財　係 大竹　政範 兼   阿部　勝彦　　児山　初音　　阿久津夏孝 

   総合政策課長
   　　星　　良栄 阿久津政臣

企画政策係 阿久津政臣 兼   星　　拓哉　　長沼　有紀
62-6210地域振興係 舟木　浩隆 　   室井　成美　　佐藤　夏美

広報情報係 室井　夏雄 　   藤澤奈々恵　　酒井　来武　　馬場　貴大
   会計管理者兼会計室長
   　　渡部さつき 馬場　和伸 会　計　係 馬場　和伸 兼   星　　郁乃　　星　　明子 62-6150

   税務課長
   　　鈴木　秀和 湯田　紳介

固定資産税係 湯田　紳介 兼   菊地　正彦　　猪股　一友
62-6110町　税　係 大塚　敏浩 　   君島　卓馬　　渡部　美江

収　税　係 相原　寛之 　   渡部　浩一　　原田　みさ　　弓田　綾乃 新

   住民生活課長
   　　星　　貴夫 中島　　良

戸籍住民係 栗橋　三枝 　   渡部　　健　　五十嵐颯也
62-6120国保年金係 星　　千恵 　   室井　一仁　　阿久津夏菜　　大山　由華

消防交通係 小椋　恵司 　   加藤　勝裕消費生活安全担当 大竹　正一 　 62-5054

   健康福祉課長
   　　湯田　賢史

近藤　功一

星　　一伸

社会福祉係 五十嵐正喜 　   星　加奈子　　渡部　聖子　　渡部　悠大 62-6170障がい福祉担当 樋口　和夫 　
子育て支援係 星　　一伸 兼   佐藤　　円　　長沼　芳人　　目黒　真悠 新
介護保険係 近藤　功一 兼   五十嵐日向子　鈴木　博貴　　木村真理子 再 62-5050

健康増進係 丸山　英司 　   寺岡美紀子　　五十嵐加奈子　　舟木　　健
  土橋　一馬　　小寺　理奈　　　渡部　真央 62-6180

   環境水道課長
   　　遠藤　知樹 星　　徹也

業　務　係 山内　大和 　   星　　弥生　　平野健太郎

62-6140環境衛生係 馬場　信行 　   藤澤　昇太　　
下　水　道　係 星　　徹也 兼   大竹　喜成　　赤羽　　希
水　道　係 星　　善介 　   児山　裕巨　　川井　　匠

   商工観光課長
   　　渡部　秀介 佐藤　隆士

商工振興係 佐藤　隆士 兼   佐藤　亜衣　　渡部　　茜 62-6200雇用対策担当 湯田　昌伸 　
観光交流係 馬場　美樹 　   菅家　裕貴　　梅宮　　爽

   農林課長
   　　橘　　　昭

   林業成長産業化
   推進室長
   　　小勝　秀勝

菊地　孝幸

農　政　係 藤沢　一彰 　   渡部　高志　　阿久津　流

62-6220

農業担い手支援担当 星　　　光 　
農林土木係 菊地　孝幸 兼   星　良太郎　　星　　太樹
国土調査係 室井庄一郎 　   渡部　顕 新

林　政　係 室井　隆宏 　   平野　貴司　　本間伸一郎（ 林野庁 ）

  大竹　翔真 
林業振興係 小勝　秀勝 兼   渡部　絵美

   農業委員会事務局長
  　　 菅家　康夫 ー 農地管理振興係 芳賀　隆徳 　 62-6320

   建設課長
   　　室井　利和 星　　宏明

管　理　係 佐藤　弘和 　   酒井　裕基　　湯田　貴人　　阿久津恋斗

62-6230土　木　係 湯田　高史 　   荒井　大樹　　渡部　一基　　星　　元輝
都市計画係 塩生　光章 　   仲川　結登 新
建築営繕係 白川　秀一 　   児山　夏美　　大橋慎次郎　　野中　英昭 再

   議会事務局長
   　　星　　博文 星　　　彰 議　事　係 星　　　彰 兼   猪股　雅勝 62-6310

   学校教育課長
   　　阿久津勝英

塩生　敬久
（ 県教育委員会 ）

八木沢誠二
学　校　係 星　美穂子 　

  五十嵐太介　　星　　佳明 新
62-6300　堀　　貴代 (田島小)　　星　千代江 (田島中)

　児山　和代 (荒海小） 再
   生涯学習課長兼
   文化ホール館長兼
   中央公民館兼
   図書館長
   　　廣野友一郎
                  （御蔵入交流館）

齋藤　　成

生涯学習係 齋藤　　成 兼   大橋　真人　　小山内陸人　　星　　優南 62-5511
芸術文化係 渡部　陣一 　   星　　貴晴　　廣野亜香音

62-6311文　化　財　係 渡部　和臣 　   小山内陸人 兼
重伝建地区担当 長沼　正憲 併   塩生　和也 併

ー 図書館事業係 渡部　健一 　   大橋　真人 兼 62-5522
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【
功
労
表
彰
】

▼
湯
田　
　
清き

よ
し（

田
島
書
道
協
会
指
導
者
）

【
功
績
表
彰
】

▼
五
十
嵐
文ふ

み
の
り紀(

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員)

【
奨
励
賞
】

福
島
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
レ
デ
ィ
ー

ス
交
歓
大
会
・
優
勝

▼
荒
木
ノ
ブ
エ
（
町
体
育
協
会
）

令
和
４
年
度
全
国
高
等
学
校
中
学
校
ゴ
ル
フ

選
手
権
東
北
大
会
女
子
団
体
・
準
優
勝

▼
佐
野　
美み

な奈
（
学
法
石
川
高
１
年
）

令
和
４
年
度
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体

育
大
会
剣
道
競
技
女
子
団
体
・
優
勝

▼
須
江　
凜り

ん
か香

（
白
河
高
２
年
）

第
42
回
福
島
県
高
等
学
校
選
抜
剣
道
優

勝
大
会
女
子
団
体
・
優
勝

▼
鈴
木　
志し

ほ歩（
郡
山
女
子
大
高
２
年
）

第
36
回
福
島
県
道
場
少
年
剣
道
大
会

団
体
の
部
・
優
勝

▼
伊
南
武
道
館　
　

　
・
酒
井
健け

ん
た
ろ
う

太
郎　
　
・
須
江　
悠ゆ

う
せ
い成

　
・
藤　
小こ

じ
ろ
う

次
郎

第
78
回
全
日
本
空
手
道
連
盟
和
道
会
東

北
空
手
道
選
手
権
大
会
中
学
２
・
３
男

子
組
手
・
第
３
位

▼
横
山　
翔し

ょ
う
た太（

町
体
育
協
会・中
３
年
）

第
17
回
福
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手

権
大
会
小
学
６
年
男
子
形
・
優
勝

▼
長
谷
川
亜あ

も
う孟（

町
体
育
協
会・小
６
年
）

第
78
回
全
日
本
空
手
道
連
盟
和
道
会
東

北
空
手
道
選
手
権
大
会

小
学
５
年
生
男
女
形
・
第
３
位

▼
横
山　
雄ゆ

う
や也（

町
体
育
協
会・小
５
年
）

小
学
５
年
生
男
子 

組
手
・
第
３
位

▼
湯
田　
裕ひ

ろ
と登（

町
体
育
協
会・小
５
年
）

第
17
回
東
北
高
等
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
選
抜
大
会
・
第
３
位

▼
佐
藤　
ら
ん
（
花
巻
東
高
１
年
）

第
32
回
東
北
中
学
校
女
子
選
抜
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
・
第
３
位

▼
星　
　
美み

や夜
③　
▼
大
桃　
帆ほ

の
か夏

③

▼
星　
　
歩あ

ゆ
み実

②　
▼
湯
田　
珠し

ゅ
り梨

②

▼
平
野　
那な

つ
き月

②
（
田
島
中
）
〇
は
学
年

第
76
回
東
北
高
等
学
校
卓
球
選
手
権
大

会
学
校
対
抗
の
部
・
準
優
勝

▼
湯
田　
依い

ぶ
き吹

（
福
島
東
稜
高
３
年
）

第
68
回
東
北
高
等
学
校
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
男
子
60
㎏
級
・
第
３
位

▼
渡
部　
永と

あ愛
（
田
島
高
３
年
）

第
49
回
東
北
総
合
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

男
子
１
２
５
㎏
級
・
第
３
位

▼
湯
田　
誠せ

い
や弥

（
田
島
高
３
年
）

令和４年度

南会津町教育委員会表彰式
　町教育委員会表彰は、各分野において文化の向上および教育の振興発展に貢献し、その功績が顕著である方々
に送られるものです。３月４日、令和４年度南会津町教育委員会表彰式を御蔵入交流館で開催しました。
　※当該表彰は、１月末までに内申のあった個人または団体が対象です。(学年や年齢は、令和４年度現在)

　【問合せ】　学校教育課  学校係　電話  0241-62-6300
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男
子
65
㎏
級
・
準
優
勝

▼
生
亀　
　
奏か

な
で（

田
島
高
２
年
）

男
子
71
㎏
級
・
準
優
勝

▼
湯
田　
晴は

る
と翔

（
田
島
高
２
年
）

第
39
回
全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
男
子
33
㎏
級
・
第
３
位

▼
山
内　
悠ゆ

う
せ
い晟

（
町
ス
ポ
少
・
小
６
年
）

第
38
回
北
日
本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
男
子
36
㎏
級
・
第
３
位

▼
岩
﨑　
蔵く

ら
ま眞

（
町
ス
ポ
少
・
小
５
年
）

第
38
回
全
日
本
学
生
ア
ル
ペ
ン
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
大
会
ス
ー
パ
ー
男
子
大
回
転
・
優
勝

▼
中
丸　
雄ゆ

う
や哉

（
専
修
大
学
）

第
75
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー

競
技
会
成
年
男
子
大
回
転
・
優
勝

▼
菊
地　
朝あ

さ
と仁

（
東
洋
大
学
）

第
68
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
競
技
男
子
大
回
転
・
優
勝

▼
星　
　
逢あ

の乃
（
南
会
津
高
３
年
）

２
０
２
３
年
福
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー

技
術
選
手
権
大
会
・
優
勝

▼
阿
久
津
美み

ゆ
う優（

台
鞍
Ｈ
Ｕ
Ｕ
Ｅ
レ
ー
シ
ン
グ
）

第
65
回
福
島
県
中
学
校
体
育
大
会
ス
キ

ー
競
技
男
子
回
転
・
優
勝

▼
湯
田　
心こ

こ
み
ち道

（
田
島
中
３
年
）

太
鼓
祭in

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ　

第
14

回
日
本
一
決
定
戦

組
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
・
準
優
勝

▼
會
津
田
島
太
鼓「
鼓
狐
」

　
・
平
野　
　
蓮れ

ん　
　
・
星　
　
陽よ

う
た太

　
・
小
椋　
遥は

る
と翔　

　
・
星　
　
侑ゆ

う
ご吾

　
・
小
林
芽め

い

か
衣
花　
　
・
齊
藤　
　
楓

か
え
で

　
・
菊
地　
昊そ

ら
り璃　

　
・
渡
部　
詩し

い
な奈

　
・
大
竹　
　
円ま

ど
か　

　
・
弓
田　
媛ひ

ま
り葵

　
・
湯
田　
華は

な凪　
　
・
齊
藤　
力り

き
お雄

　
・
小
椋　
結ゆ

い
と翔　

　
・
大
竹　
　
和

の
ど
か

組
太
鼓
一
般
の
部
・
第
３
位

▼
會
津
田
島
太
鼓「
白
鼓
」

　
・
渡
部　
龍り

ゅ
う
だ
い大　

　
・
渡
部　
晃こ

う
だ
い大

　
・
星　
　
　
和や

ま
と　

　
・
阿
久
津
怜れ

お
ん音

　
・
大
竹　
春は

る
か歌　

　
・
湯
田　
隼

し
ゅ
ん
ぺ
い平

　
・
大
竹　
楓ふ

う
か歌　

　
・
阿
久
津
桜お

う
か花

　
・
弓
田　
望み

く
と翔　

　
・
弓
田　
優ゆ

ら来

　
・
橋
本　
瑞み

ず
た
ま玲　

　
・
渡
部　
麻ま

い衣

　
・
佐
藤　
翔し

ょ
う
た太　

　
・
阿
久
津
裕ゆ

う
こ子

　
・
遠
藤　
元げ

ん
き気

第
68
回
福
島
県
発
明
展

一
般
の
部
・
福
島
県
知
事
賞

▼
湯
田　
　
哲

さ
と
し

第
75
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

高
等
学
校
部
門
・
青
森
県
教
育
長
賞

▼
塩
生　
健け

ん
た太

（
会
津
高
１
年
）

第
44
回
未
来
の
科
学
の
夢
絵
画
展
・
優
秀
賞

▼
塩
生　
瑠る

い
が月

（
田
島
小
１
年
）

「
平
和
な
国
の
旗
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

未
就
学
小
学
生
の
部
・
教
育
奨
励
賞

▼
苅
込　
玲れ

の乃
（
田
島
保
育
園
）

第
45
回
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
福
島

支
社
コ
ン
ク
ー
ル
・
最
優
秀
賞

▼
渡
部　
日ひ

な
た向

（
田
島
保
育
園
）

全
国
簿
記
電
卓
競
技
大
会
東
北
支
部
予
選

会
簿
記
個
人
競
技
高
校
の
部
・
第
３
位

▼
大
橋　
怜れ

な奈
（
若
松
商
業
高
２
年
）

第
67
回
福
島
県
た
な
ば
た
展

最
高
学
校
賞

▼
田
島
中
学
校

毛
筆
の
部
・
た
な
ば
た
大
賞

▼
生
出　
遥は

る
か香

（
田
島
中
１
年
）

第
67
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展

毛
筆
の
部
・
書
き
ぞ
め
大
賞

▼
渡
部　
愛あ

み未
（
荒
海
中
３
年
）

第
59
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

男
子
回
転
・
準
優
勝

▼
湯
田　
健け

ん
し
ん心

（
田
島
中
２
年
）

男
子
大
回
転
・
第
３
位

▼
星　
　
　
颯は

や
て（

田
島
中
２
年
）

第
75
回
福
島
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
体
育

大
会
ス
キ
ー
競
技
男
子
大
回
転
・
優
勝

▼
湯
田　
天た

か
み
ち道

（
町
ス
ポ
少
・
小
６
年
）
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第
三
次
南
会
津
町
総
合
振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

第
三
次
南
会
津
町
総
合
振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

01
  informationinformation

　

南
会
津
町
総
合
振
興
計
画
は
、
本
町

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

最
上
位
計
画
で
あ
り
、
将
来
的
視
点
と

展
望
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

と
本
町
の
進
む
べ
き
目
標
を
示
す
も
の

で
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
２
次
南
会
津
町
総
合

振
興
計
画
が
令
和
４
年
度
末
で
終
了
し

た
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
度
か
ら
令
和

　【問合せ】
　  総合政策課  企画政策係  電話  0241-62-6210

　
南
会
津
町
総
合
振
興
計
画
と
は

12
年
度
ま
で
の
８
か
年
を
計
画
期
間
と

し
た
第
３
次
南
会
津
町
総
合
振
興
計
画

（
以
下
、
本
計
画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
に

は
、
役
場
だ
け
で
は
な
く
、
町
民
、
地

域
、
企
業
、
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
本

町
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
や
団
体
と

の
協
働
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
町
広
報
紙
で
今

月
号
か
ら
、
本
計
画
の
紹
介
を
毎
月
掲

載
し
ま
す
。

第三次南会津町総合振興計画表紙

目指す町の将来像
　

町
の
将
来
像
は「
自
然
と
人
が
笑
顔

を
育
む
ま
ち
～
と
も
に
生
き
る　
み
ん

な
の
ふ
る
さ
と
～
」
で
す
。「
町
の
自

然
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

町
に
関
わ
る
人
が
幸
せ
に
笑
顔
で
過
ご

せ
る
ま
ち
を
目
指
す
」「
町
を
離
れ
た

人
に
と
っ
て
も
町
を
訪
れ
た
人
に
と
っ

て
も
、
み
ん
な
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
と

な
る
ま
ち
を
目
指
す
」
と
い
う
想
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
５

つ
の
目
標
の
柱
を
定
め
、
ま
ち
づ
く
り

を
町
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
進
め
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
役
場
本
庁
舎
、
各
総
合

支
所
、
御
蔵
入
交
流
館
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ホームページ
はコチラ

➊➊ 豊かな自然ときれいな水が育む元気に安心して過ごせるまちづくり

➋➋ 魅力を高め活力を生み出すヒト・モノ・カネの好循環化

➌➌ 快適で充実した生活が送れる魅力ある生活基盤づくり

❹❹ 世代を超えて「南会津愛」を育む〝共育″のまちづくり

❺❺ 誰もが主役で誰もがつながる未来を見据えた協働によるまちの運営

【５つの目標の柱】

※来月号は、目標の柱①「豊かな自然ときれいな水が育む元気に安心し
　て過ごせるまちづくり」について掲載します。
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役場からのお知らせ

全国の地方税統一ＱＲコード対応金融機関窓口で納付

　　地方税統一ＱＲコードが印刷された納付書を、全国の対応金融機関窓口に直接お持ち
　いただき、納付してください。対応金融機関は eLTAX ホームページでご確認ください。

  

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
て
町
税
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
て
町
税
の

  　
　
　
　
　
　
　
　

納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

02
  informationinformation

　

４
月
よ
り
、
町
税
の
納
付
書
に
「
地

方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（eL-Q

R

）」

が
印
刷
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

納
付
書
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金

融
機
関
に
加
え
、
全
国
の
地
方
税
統
一

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
金
融
機
関
や
ス
マ
ホ

決
済
ア
プ
リ
か
ら
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
て
、
地
方
税
共
同
機
構
が

管
理
運
営
す
る
「
地
方
税
お
支
払
い
サ

イ
ト
」
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
イ

スマホ決済アプリでＱＲコードを読み取って納付

　　納付書に印刷された地方税統一ＱＲコードをスマホ決済アプリで読み取り納付する方
　法です。対応アプリは「地方税お支払いサイト」でご確認ください。

地方税お支払いサイトでＱＲコードを読み取って納付

　　「地方税お支払いサイト」へアクセスし、納付書に印刷された地方税統一ＱＲコード
　を読み取って納付する方法です。クレジットカード（別途手数料がかかります）や、イ
　ンターネットバンキング等による納付も可能です。詳しくは「地方税お支払いサイト」
　をご確認ください。

【
納
付
で
き
る
税
目
】

➊
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

➋
固
定
資
産
税

➌
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

❹
国
民
健
康
保
険
税

【
注
意
事
項
】

　

納
付
書
に
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

が
印
刷
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
り
ま

す
。
ま
た
、
一
定
期
間
を
過
ぎ
る
と
地

方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
利
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
ご

納
付
く
だ
さ
い
。

　【問合せ】
　　税務課  収税係

電話  0241-62-6110　

eLTAXホームページ
　　　　　はコチラ▶

その他

　　ＱＲコードは株式会社
　デンソーウェーブの登録
　商標です。

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
に
よ
る

納
付
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

地方税お支払いサイト
　　　　　はコチラ▶

町ホームページ
　　　　　　はコチラ▶
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行
政
相
談
会
を

行
政
相
談
会
を

　
　
　
　

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
　
　
　

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
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行
政
相
談
会
は
、
役
所
（
国
、
県
、

町
な
ど
）
や
特
殊
法
人
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
）

の
仕
事
に
関
わ
る
困
り
ご
と
や
要
望
に

つ
い
て
、
行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応

じ
、
解
決
に
向
け
た
お
手
伝
い
を
す
る

制
度
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

【
開
催
日
時
】

　

4
月
25
日
（
火
）

　
　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

【
開
催
会
場
】

　

町
役
場
本
庁
舎
2
階　

　
　
　
　
　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
２

【
注
意
事
項
】

➊
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
当
日

　

の
午
後
３
時
ま
で
に
会
場
へ
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

➋
１
人
当
た
り
の
相
談
時
間
を
、
原
則

　

15
分
程
度(

最
長
30
分)

と
し
ま
す

　

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

　

い
。

❸
会
場
へ
お
越
し
の
際
に
は
、
感
染
予

　
防
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

  【問合せ】
  　総務課  総務係  電話  0241-62-6100

行政相談委員制度について

　　行政相談委員制度概要について
　は、町ホームページで確認するこ
　とができます。

　ホームページはコチラ▶

  

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

  
不
在
者
投
票
の
申
請
が
で
き
ま
す

不
在
者
投
票
の
申
請
が
で
き
ま
す
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令
和
５
年
４
月
23
日
執
行
の
南
会
津

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
け
る
、
滞

在
先
で
投
票
を
行
う
た
め
の
不
在
者
投

票
用
紙
の
請
求
を
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ー
ビ
ス
「
ぴ
っ

た
り
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
し
て
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
申

請
で
き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
申
請
方
法
】

　

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
画
面
の
案
内
に
し
た

が
っ
て
必
要
事
項
を
入
力
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

必
要
と
な
り
ま
す

【
不
在
者
投
票
申
請
ペ
ー
ジ
】

　【問合せ】
　　町選挙管理委員会（総務課内）
　　　　　　　　電話  0241-62-6100

町選挙案内ページについて

　　詳細については町ホームページ
　にて公開しています。

　ホームページはコチラ▶

南会津町議会議員一般選挙について

　❶告示日、投開票日
　【告　示　日】　４月１８日（火）
　【投開票日】　４月２３日（日）
　【投票時間】　午前７時～午後６時

　❷期日前投票
　【期　間】　４月１９日（水）～４月２２日（土）
　【時　間】　午前８時３０分～午後８時
　【場　所】　町役場本庁舎及び各総合支所

申請は
コチラから
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役場からのお知らせ

  

太
陽
光
蓄
電
シ
ス
テ
ム
の

太
陽
光
蓄
電
シ
ス
テ
ム
の

  　
　
　
　
　

設
置
を
支
援
し
ま
す

　
　
　
　
　

設
置
を
支
援
し
ま
す
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町
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
と
非
常
時
の
電
源
確
保
を
目
的

に
、
住
宅
用
蓄
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
経

費
を
支
援
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
を
対

象
と
し
ま
す
。

❶
町
内
の
住
宅
に
居
住
し
、
太
陽
光
蓄
電

　
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と

❷
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

❸
翌
年
３
月
10
日
（
日
）
ま
で
に
設
置

　

工
事
を
完
了
で
き
る
こ
と

【
補
助
対
象
設
備
】

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
設
備
を

対
象
と
し
ま
す
。

❶
蓄
電
容
量
１
㎾
以
上
の
定
置
用
リ
チ

　

ウ
ム
電
池
で
あ
る
こ
と

❷
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
常
時
連
携

　

し
、
電
力
を
充
放
電
で
き
る
こ
と

❸
電
力
変
換
装
置
を
備
え
、
シ
ス
テ
ム

　

と
一
体
的
に
構
成
さ
れ
る
こ
と

❹
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

【
申
請
締
切
】

　

９
月
29
日
（
金
）　  

※
先
着
順　【申込み・問合せ】

環境水道課  環境衛生係　電話  0241-62-6140

補助額

　　最大蓄電容量（㎾）× 1 万５千円（上限 6 万円）
　※補助金の交付決定前に設置した設備は、補助
　　対象外です。なお、予算の範囲内で補助するため、
　　申し込み多数の場合は、該当にならない場合が
　　あります。

  

原
油
価
格
等
高
騰
対
策

原
油
価
格
等
高
騰
対
策

　
　
　

事
業
補
助
金
の
お
知
ら
せ

　
　
　

事
業
補
助
金
の
お
知
ら
せ
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町
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る
中
小
企

業
者
等
の
う
ち
、燃
料
費
（
ガ
ソ
リ
ン
・

灯
油
・
軽
油
・
重
油
）
及
び
光
熱
費
（
電

気
代
・
ガ
ス
代
・
灯
油
代
）
の
高
騰
の

影
響
を
大
き
く
受
け
る
事
業
者
に
対

し
、
事
業
の
継
続
と
雇
用
の
確
保
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

　

町
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る
中
小
企

業
者
等
の
う
ち
、
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
事
業
者

➊
町
内
の
事
業
所
等
で
使
用
し
た
燃
料

　

費
と
光
熱
費
の
う
ち
、
令
和
４
年
10

　

月
か
ら
令
和
５
年
３
月
の
間
の
任
意

　

の
連
続
す
る
３
か
月
の
合
計
額
が
、

　

前
年
同
期
と
比
較
し
て
10
万
円
以
上

　

増
加
し
て
い
る
こ
と
。

➋
収
入
の
過
半
が
事
業
収
入
で
あ
り
、

　

税
の
申
告
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

❸
今
後
も
事
業
を
継
続
す
る
意
思
が
あ

　

る
こ
と
。

※
建
設
業
、公
共
的
団
体
は
補
助
対
象
外
。

※
燃
料
小
売
業
は
自
社
で
扱
う
製
品
は

　

補
助
対
象
外
。

※
町
か
ら
同
様
の
助
成
等
を
受
け
て
い
る

　
場
合
は
重
複
分
を
補
助
対
象
か
ら
除
く
。

【
補
助
額
】

　

令
和
４
年
10
月
か
ら
令
和
５
年
３
月

の
間
の
任
意
の
連
続
す
る
３
か
月
に
使

用
し
た
燃
料
費
と
光
熱
費
の
合
計
額
か

ら
、
前
年
同
期
の
燃
料
費
と
光
熱
費
の

合
計
額
を
差
し
引
い
た
額
に
、
３
分
の

１
を
乗
じ
た
額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
。

上
限
１
０
０
万
円
）
を
補
助
金
と
し
て

交
付
し
ま
す
。

【
申
請
期
間
】

　

５
月
15
日
（
月
）
～
６
月
30
日
（
金
）

 【申込み・問合せ】
  商工観光課  商工振興係  電話  0241-62-6200
  舘岩総合支所  振興課  　電話  0241-78-3330
  伊南総合支所  振興課  　電話  0241-76-7715
  南郷総合支所  振興課  　電話  0241-72-2900

申請方法
　　役場窓口で申請書類を配付し
　ているほか、町ホームページに
　掲載しておりますので、必要事
　項を記入しご提出ください。

ホームページ
はコチラから



162023.4 広報みなみあいづ

  

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

  　
　
　

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う

　
　
　

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
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町
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
始
ま
り

ま
す
。犬
の
登
録
が
お
済
み
の
方
に
は
、

日
程
表
と
問
診
票
を
個
別
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
注
射
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
】

❶
リ
ー
ド
な
ど
を
着
用
し
、
犬
を
制
止

　

で
き
る
方
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

❷
犬
は
清
潔
に
保
ち
、
フ
ン
は
飼
い
主

　

の
責
任
で
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

❸
犬
が
妊
娠
や
病
気
を
し
て
い
る
場
合

　

は
、獣
医
師
の
指
示
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

❹
感
染
症
防
止
対
策
の
徹
底
を
お
願
い

　

し
ま
す
。体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方
は
、

　

来
場
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

❺
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
少
な
い
会
場
は
、

　

徒
歩
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

❶
犬
を
新
規
登
録
さ
れ
る
方
は
、
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❷
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を

　

受
け
た
場
合
は
、
注
射
済
証
明
書
を

　

町
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

   【申込み・問合せ】
環境水道課  環境衛生係　　　　  　電話  0241-62-6140
舘岩総合支所  振興課  環境水道係　電話  0241-78-3335
伊南総合支所  振興課  環境水道係　電話  0241-76-7717
南郷総合支所  振興課  環境水道係　電話  0241-72-2114

注射料金・新規登録料金

　　注射料金（１頭）　　3,250 円
　　新規登録料（１頭）　3,000 円
　※お釣りのないようお願いします。

  

情
報
技
術
普
及
支
援

情
報
技
術
普
及
支
援

  　
　
　
　

補
助
制
度
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　

補
助
制
度
の
お
知
ら
せ
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町
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
に

関
す
る
人
材
育
成
を
促
進
す
る
た
め
、

情
報
処
理
技
術
者
試
験
（
国
家
試
験
）

の
受
験
に
対
し
、
次
の
と
お
り
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

【
交
付
対
象
者
】

➊
本
町
に
住
所
を
有
し
、
令
和
５
年
４

　

月
２
日
現
在
、
満
12
歳
以
上
の
方

➋
本
町
に
所
在
す
る
事
業
所
に
所
属
、

　

ま
た
は
、
そ
の
見
込
み
で
あ
る
方

【
対
象
試
験
】

　

情
報
処
理
技
術
者
試
験
の
う
ち
、
次

の
い
ず
れ
か
の
試
験

申請方法
　➊受験申込手続きの前に、補助金交付申請
　　手続きをしてください。
　➋申請書の様式は、町のホームページから
　　ダウンロードしてください。

　　　　　ホームページはコチラ▶

　【申込み・問合せ】
総合政策課  広報情報係  電話  0241-62-6210

➊
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験

➋
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

試
験

【
補
助
金
額
】

　

７
，
５
０
０
円

※
年
度
内
、
受
験
１
回
の
み
補
助
対
象

　

と
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　

4
月
24
日（
月
）か
ら
２
月
29
日（
木
）

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
受
付
を
終
了

　

し
ま
す
。
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役場からのお知らせ

  

八
十
里
越
街
道
の

八
十
里
越
街
道
の

  　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
等
を
募
集

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
等
を
募
集
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八
十
里
越
街
道
（
国
道
２
８
９
号
）

の
開
通
に
向
け
、
八
十
里
越
街
道
沿
線

地
域
で
あ
る
新
潟
県
三
条
市
、
福
島
県

只
見
町
、
南
会
津
町
（
以
下
３
市
町
）

を
観
光
地
と
し
て
盛
り
上
げ
る
た
め

に
、
地
域
で
使
用
す
る
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ

及
び
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
募
集
し
ま

す
。
決
定
し
た
ロ
ゴ
等
は
３
市
町
の
お

土
産
品
や
観
光
ポ
ス
タ
ー
、
イ
ベ
ン
ト

等
で
幅
広
く
活
用
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

➊
３
市
町
の
い
ず
れ
か
に
在
住
ま
た
は

　

通
勤
、
通
学
す
る
人

➋
３
市
町
の
い
ず
れ
か
に
本
社
ま
た
は

　

営
業
所
が
あ
る
事
業
者

【
応
募
締
切
】

　

５
月
19
日
（
金
）　

正
午
必
着

【
賞　
金
】

➊
ロ
ゴ
マ
ー
ク　
　
　

25
万
円

➋
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー　

5
万
円

※
そ
れ
ぞ
れ
製
作
者
に
決
定
し
た
１
人

　
ま
た
は
１
事
業
者
に
お
渡
し
し
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

　

越
後
・
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円
卓
会
議
に
て
審
査

　【申込み・問合せ】
　　　商工観光課　観光交流係

　電話 0241-62-6200　

募集要件・募集方法

　　詳細については、八十里越街道ホー
　ムページをご確認ください。

　　  ホームページはコチラ▶
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放
課
後
に
児
童
が
無
料
（
一
部
実
費

負
担
）
で
参
加
で
き
る
放
課
後
子
ど
も

教
室
を
令
和
５
年
度
も
開
設
し
ま
す
。

　

町
内
６
つ
の
教
室
で
、
自
然
体
験
や

工
作
、
ク
ッ
キ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、

様
々
な
体
験
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
の
児
童
に
は
、
４
月
中
に
小
学

校
を
通
じ
て
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
参
加
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
の
活
動
を
見
守
る
指
導

員
（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。興
味
や
関
心
の
あ
る
方
は
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　【申込み・問合せ】
　　　生涯学習課　生涯学習係

電話 0241-62-5511　

指導員（有償ボランティア）について

年齢 ・資格 不問

活動日数 週１～２日（平日のみ）

活動時間 １日あたり３～４時間

謝礼 １時間当たり８６０円

クッキング（伊南小） じゃがいも掘り（荒海小） 川遊び（南郷小）
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　２月20日、南会津町高齢者センターを会場に「四季
の彩フォトコンテスト」の審査会を開催しました。
　令和４年６月から翌年１月末まで期間、四季折々の
南会津町の景色などの作品を募集し同コンテストに
は、計545点にも及ぶ作品が集まりました。
　厳正な審査を経て、右記のとおり各受賞作品が決定
しました。たくさんのご応募ありがとうございました。

 四季の彩フォトコンテスト審査結果発表

 のベストショットが集う私 ■ 四季の彩フォトコンテスト審査結果
 ・  グランプリ　　　　　　　   上野　貴道（湯川村）
 ・  準グランプリ　　　　　　　長谷部克則(只見町)
　 　　〃　　　　　　　　　　星　　洋一（南会津町）
 ・  四季の花部門　　　　金賞　矢作　　誠（会津若松市）
　　 　〃　　　　　　　銀賞　大島　市郎（会津若松市）
　 　　〃　　　　　　　銀賞　熊田　行雄（鏡石町）
 ・  南会津の原風景部門　金賞　小林　宗一（南会津町）
　 　　〃　　　　　　　銀賞　小針　敏行（西郷村）
　 　　〃　　　　　　　銀賞　広野　資郎（南会津町）

▲ グランプリ「聞こえませんか？昔々の物語」
上野  貴道さん（湯川村）

 ◀ 準グランプリ 「夏の一日」　長谷部  克則さん ( 只見町 )

▲ 準グランプリ「出番前」
星  洋一さん（南会津町）

▲ 四季の花部門  金賞「ようこそざる菊畑に」
矢作  誠さん（会津若松市）

▲ 原風景部門  金賞「七峰を背に」
小林  宗一さん（南会津町）

きれいな写真が
いっぱい

届いたべぇ～
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まちの話題

　３月中旬、町内の各保育園（所）・幼稚園にて、卒園式・
満了式が挙行されました。
　合わせて70人の子どもたちが、先生方や保護者の方
に見守られながら、たくさんの思い出が詰まった園舎
を巣立ちました。各園では、力いっぱい卒園の歌を歌
う姿や、別れの言葉を述べる姿が。保護者の方々は、
わが子の成長と旅立ちに感動している様子でした。

 卒園式・満了式が挙行

 たな一歩を踏み出す子どもたち新

田島保育園

舘岩幼稚園

びわのかげ保育所伊南保育所

南郷保育所

暁の星幼稚園

田部原保育所
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　３月８日、内堀雅
ま さ お

雄知事が来町され、会津酒造の渡
部景

け い た

大社長（今生）と懇談しました。
　渡部社長や渡部文

ぶんいち

一会長より、本町の酒造りの特徴
や歴史をはじめ、４月から発売されるラベル、福島県
産の柚を使った酒などについて説明を受けました。
　内堀知事からは「販路拡大には伝統を守りつつも、
進化も必要。海外への販路拡大は県としても支援した
い」と話されました。

 内堀知事が会津酒造を訪問

 本酒を南会津町から海外へ日

左から渡部景大社長、渡部文一会長、内堀知事
渡部裕

ひろたか
高専務、渡部町長、深谷振興局長

渡部社長らから説明を受ける内堀知事

家族や施設職員と晴れの日を祝ったヨシ子さん㊥

　３月21日、めでたく100歳を迎えられた星ヨシ子さん
（下塩江）への賀寿贈呈式が、22日入所されている特別
養護老人ホーム田島ホームで行われました。
　お子さんが３人、お孫さんが５人、ひ孫さんが５人、
やしゃごが３人いらっしゃり、この日は、ご結婚され
た時に着た着物で記念撮影に応じたヨシ子さん。これ
からもお元気にお過ごしください。

 星ヨシ子さん百歳を迎える

 嫁衣装を身を纏い花

　３月25日より、長野県上田市にて開催される「JOC
ジュニアオリンピックカップ 2023全日本ジュニアスキー
選手権大会」にだいくらスキー場をトレーニングベー
スとする６名が福島県代表として出場することになり
ました。
　３月20日、選手たち５名はアルペン連絡協議会の大
橋 通

とおる

会長とともに渡部町長を表敬訪問。大会での活
躍を誓いました。

 2023全日本ジュニアスキー選手権大会

 考レースを勝ち抜き県代表として選

■ 福島県K２（中学生）男子代表
 ・ 湯田  心

ここみち
道  （田島中３年）４年連続出場

 ・ 湯田  健
けんしん

心  （田島中２年）県内男子唯一２種目出場
 ・ 星        颯

はやて
 （田島中２年）初出場

■ 福島県K２（中学生）女子代表
 ・ 湯田  姫

ひ め る
琉  （田島中２年）２度目の出場

■ 福島県K１（小学生）男子代表
 ・ 湯田  天

たかみち
道  （田島小６年）初出場

 ・  星       嵐
あらし

 （桧沢小５年）初出場
左から渡部町長、颯さん、健心さん、心道さん

天道さん、嵐さん、星教育長、大橋会長
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まちの話題

勤務先からも表彰された矢澤さん㊨

　2月25日、2022年のNHKのど自慢で誕生した41組の
チャンピオンの中から選出された13組でグランドチャ
ンピオンを目指す標記大会がNHKホールで開催。
　昨年9月に本町で開催されたのど自慢でチャンピオン
となった矢澤守

まもる

さんが13組の中の１人に選ばれ出場。
見事優秀賞に輝きました。応援してくれた町民の皆様、
家族や職場の方々に感謝したいと話されました。

 NHKのど自慢チャンピオン大会2023

 高の舞台で熱唱！最

　町には「さすけねぇ体操」という介護予防のための
オリジナル体操があります。昨年度新たに、さすけねぇ
体操の体験や、介護予防のために大切な日常生活での
ポイントを学ぶ機会となる「さすけねぇ体操教室」を
冬期間に開催し、各回20名前後の方にご参加いただき
ました。参加された方からは「今回学んだことを周りの
方にも教えたい」との言葉をいただきました。

 さすけねぇ体操教室を開催

 オリジナル体操で介護予防町

さすけねぇ体操教室の様子

田島吹奏楽団演奏の様子

　３月19日、御蔵入交流館南会津町文化ホールで南会
津吹奏楽フェスティバルが４年ぶりに開催されました。
　田島中学校・下郷中学校・田島高校の吹奏楽部、田島
吹奏楽団が演奏を披露しました。ジブリ・ソングスや
アナ雪メドレー、人気アニメの主題歌などのポップス
曲を中心に演奏。迫力のある音とユーモアに溢れた進
行によりフェスティバルは大いに盛り上がりました。

 吹奏楽フェスティバル

 奏会の喜びを味わう演

　３月18日、めでたく100歳を迎えられた星清
せいすけ

助さん
（長野）への賀寿贈呈式が、入所されている介護老人保
健施設湯花里苑で行われました。
　長寿の秘訣は、よく食べることだそうで、どんぶり
いっぱいのお米を100歳になった今でも食べるとのこと。
人と話すことが好きだという清助さん、これからもお
元気にお過ごしください。

 星清助さん百歳を迎える

 寿の秘訣はよく食べること長

賀寿状を手に持ち撮影に応じる清助さん㊥
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　５、６年生が手作りの雑巾を学校に寄贈してくれ
ました。家庭科で学んだことを生かし、一人一人が
心を込めて作ってくれた特別な雑巾です。愛校活動
では、手作りの雑巾を手に、嬉しそうに掃除をする
子どもたちの姿が。日頃の清掃では行き届かなかっ
た校舎のすみずみもピカピカになりました。おかげ
で、気持ちよく新年度を迎えることができます。

３月１７日　愛校活動

５・６年生の雑巾を使って

舘岩小学校

　大好きな６年生とのお別れの会「６年生を送る会」。
各学年ごとに、６年生への感謝の気持ちを伝えまし
た。下級生の心温まる発表に、６年生の笑顔があふ
れます。いつもボランティアで学校をきれいにして
くれた６年生。いつも優しく接してくれた６年生。
中学校でも、笑顔いっぱい、元気いっぱいにがんばっ
てほしいです。

３月３日　６年生を送る会

ありがとう、６年生！

荒海小学校

　町内各学校の日常や、児童 ・生徒の表情を紹介
するコーナーです。学校ごとに毎月一つ旬な情報
をお届けします。下記ＱＲコードからも各学校
の情報を発信していますので、ご覧ください。

学び舎学び舎
   スケッチ   スケッチ

町立学校
ポータルサイト

福島県立
田島高等学校

福島県立
南会津高等学校

　卒業を控えた６名の６年生は、今年度ご退職を迎
えた校長先生からの最後の特別授業を受けました。
校長先生がどのような学校生活を送っていたのか、
どんな体験をしてきたのかなどの話に、子どもたち
は関心をもって聞いていました。これからもいろい
ろなことに挑戦し、成功も失敗もたくさん経験して、
大きく成長してほしいと思います。

３月 17 日　思い出の授業

卒業を前に、校長先生との授業

桧沢小学校
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学び舎スケッチ

　東日本大震災から12年が経ちました。「今、私た
ちにできることは何か。」子供たちが考えたことは、
トルコ・シリア地震で被災された方々に向けての募
金でした。
　親日国家のトルコは震災時、日本のために尽力い
ただいたことを子供に話しました。「共に復興を！」
そんな思いが伝わる活動でした。

３月　共に復興を！

世界の困っている人に向けて

田島小学校

　６年生を送る会を開催。今までお世話になった６
年生へ感謝の気持ちが伝わるように、飾り付けやプ
レゼント作りなどに取り組みました。一緒に楽しむ
ゲーム。一人ひとりのメッセージが書かれたプレゼ
ント。鼓笛の移杖式。呼びかけで伝えた感謝の気持
ち。会が進むにつれて涙ぐむ子の姿も。みんなの感
謝の気持ちがこもった感動的な会となりました。

３月２日　6 年生を送る会

今までの感謝を伝える

南郷小学校

　６年生と過ごす時間が残り２週間となった３月９
日、５年生が中心となって計画し、各学級でゲーム
や感謝のことばを企画し、６年生と最後の思い出を
つくることができました。６年生も下級生へ感謝の
気持ちを込めて手作りのペン立てを贈りました。
　６年生が卒業していくことに寂しさも感じながら
和やかで心温まる時間となりました。

３月９日　６年生を送る会

６年生　ありがとう

伊南小学校

　６年生を送る会を開催。クイズや歌、呼びかけ、
プレゼント贈呈などを行い、全校生で楽しみました。
６年生への案内状や会場がきれいに装飾され、あた
たかい雰囲気の中で行われました。お世話になった
６年生に向け、在校生が感謝の気持ちを伝えるとと
もに、６年生も下級生に向け一人ひとりにメッセー
ジを渡すなどして、すてきな時間を過ごしました。

３月３日　６年生を送る会

あたたかい雰囲気に包まれる

田島第二小学校
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　本年度もコロナ禍での卒業式開催でしたが、３年
ぶりに式歌を歌うことができました。卒業生、在校
生ともにきれいな歌声を体育館中に響き渡らせ、素
晴らしい卒業式にすることができました。
　また、式中はマスクの着用が緩和され、卒業生の
マスクのない晴れ姿を見ることができました。

3 月１３日　卒業式

未来に向かって

田島中学校

　卒業式が目前の３月10日、３年生最後のスクール
バスでの下校となりました。乗車前には代表の生徒
が運転手の方に寄せ書きを渡し、「毎日安全運転で
ありがとうございました。」と述べ、卒業生13名が
感謝の気持ちを伝えました。生徒の安心安全な登下
校へのご協力に感謝いたします。生徒にとって登下
校の時間もかけがえのない宝物となるでしょう。

３月 10 日　最後のスクールバス下校

9 年間の感謝を込めて

舘岩中学校

　ある研究結果によると、楽しそうな子どもの写真
が飾ってある家庭は、自己肯定感の高い子どもが育
まれるとのこと。本校の正面掲示板には、様々な場
面のたくさんの生徒達の笑顔がはじけています。用
務担当が工夫をこらし、青春の１ページをドラマの
ように切り取った掲示物に、生徒達も登校の途中で
足を止め、楽しそうに笑い合っていました。

３月　職員室前掲示板

百花繚乱

南会津中学校

　今年もコロナ禍の中、卒業証書授与式が行われま
した。コロナ禍のため必要最低限の内容でしたが、
今年は卒業生のみ、式の最中マスクなしで参加する
ことができ、表情が見える式となり、感動も倍増さ
れ、とても良い式となりました。証書授与時の返事
はもちろん、式歌も体育館内を響かせる心に染みる
もので、多くの感動を残してくれました。

３月 13 日　3 年生最後の行事「卒業式」

「荒中魂」ここにあり！

荒海中学校
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学び舎スケッチ

　本校最後となる令和４年度第72回卒業証書授与式
が行われ、41名の生徒がめでたく卒業となりました。
　今年は新型コロナウイルス感染症対策を取った上
で通常の卒業式に近い形での実施となり、１・２年
生は先輩方の晴れ姿を見守っていました。これまで
ご支援いただいた保護者の皆様及び地域の方々に深
く御礼申し上げます。

３月１日　卒業証書授与式

最後の卒業式

南会津高等学校

　東日本大震災の発生から12年となったこの日、双
葉町の東日本大震災・原子力災害伝承館で開かれた
イベントに、本校１年の星一

い

瑠
る

羽
は

さんが参加。震災
と復興に関する探究学習に取り組む県内の高校生３
名が、活動成果を発表した後、震災伝承について語
り合いました。星さんは、会津の地から発信する意
義を訴え、その役割を担う決意を新たにしました。

３月 11 日  ３・11 メモリアルイベント

震災の記憶と教訓を次世代へとつなぐ

田島高等学校

図書館へ行こう！

【問合せ】   南会津町図書館  電話  0241-62-5522

開館時間 ：午前10時～午後６時
　　本の検索や予約、貸出状況の確認
　　開館 ・休館日の確認はコチラから▶

【特別整理期間（休館）のご案内】
　期間 ：５月８日（月）～５月19日（金）
　　この期間中の図書の返却は返却ポストをご利用く
　ださい。
　※ＤＶＤ、ＣＤにつきましては、５月20日（土）以
　　降にカウンターに直接ご返却ください。

【こどもの読書週間のご案内】
　２０２３年   第６５回   こどもの読書週間　
　　標語 ：「ひらいてとじた　笑顔がふえた」
　　期間 ：４月23日（日）～５月12日（金）

1 たくさん読もう・チャレンジ（中学生以下）　
　期間：４月23日（日）～５月７日（日）
　　期間中、１０冊以上の読書をされた方に「ちょっ
　としたプレゼント」を差し上げます。
　　また、できるだけ多く読んだ方にサプライズがあ
　ります。
　
2 春のリサイクル市
　期間：４月29日（土）10時～５月７日（日）まで
　場所：御蔵入交流館ガーデンモール（図書館前通路）
　※雑誌のリサイクルはありません。

2023年・第65回
こどもの読書週間ポスタ－
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地域おこし協力隊通信

　

昨
年
４
月
よ
り
、
舘
岩
地
域
を
中
心

に
１
年
間
、
様
々
な
活
動
に
携
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

活
動
の
拠
点
と
な
っ
た
た
の
せ
集
落

で
は
、
6
次
産
業
化
の
推
進
を
目
指
し

て
地
元
の
そ
ば
粉
や
カ
ボ
チ
ャ
を
使
用

し
た
焼
菓
子
の
商
品
開
発
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
商
品
を
作
っ
た
の
な
ら
食

べ
ら
れ
る
場
も
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
た
の
せ
の
人
た
ち
と
始
め
た
の
が

「
た
の
せ
の
農
村
マ
ル
シ
ェ
」。
2
回
の

プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
経
て
、
7
月
30
日
か

ら
10
月
16
日
ま
で
の
毎
週
末
開
催
し
、

た
く
さ
ん
の
方
に
に
お
越
し
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

た
の
せ
集
落
で
は
平
成
18
年
に
「
た

の
せ
ふ
る
さ
と
づ
く
り
会
」
を
設
立
し

て
か
ら
、
16
年
間
に
わ
た
り
直
売
所
の

運
営
や
ヤ
マ
メ
の
特
別
漁
区
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

 　　 地域おこし協力隊通信
　　　  「一年目の活動に磨きをかける」

地域おこし協力隊
　　　茶

ちゃえん
圓　秀

しゅうすけ
介

　　　茶圓　いずみ　（湯ノ花）

　【問合せ】
　　舘岩総合支所  
　　　　振興課  企画観光係
　　　　　　　電話 0241-78-3330

地元食材を使った青空カフェ素敵な景観で

今
回
の
取
り
組
み
で
「
若
い
人
た
ち
が

来
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
地
元
の
お
客

さ
ん
が
増
え
た
」
な
ど
の
嬉
し
い
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
6
次
産
業
化
の
推

進
に
取
り
組
む
中
で
、
そ
の
根
幹
と
な

る
1
次
産
業
に
お
い
て
様
々
な
問
題
が

生
じ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
そ
の
問
題
を
解
決
す

べ
く
、
南
会
津
の
新
た
な
地
域
産
品
の

可
能
性
を
探
る
た
め
、
ベ
リ
ー
類
の
栽

培
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ベ
リ
ー
類
と
言
っ
て
も
、
一
般
的
に

流
通
し
て
い
る
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
や
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
で
は
な
く
、
北
欧
や
北
米
を

原
産
と
す
る
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
や
カ
シ

ス
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
な
ど
の
寒
冷
地
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
品
種
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
食
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん

だ
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
ベ
リ
ー
類
が
お

菓
子
や
パ
ン
、
料
理
に
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
国
内
生
産

量
が
非
常
に
少
な
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど

を
輸
入
品
に
頼
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　

南
会
津
は
関
東
圏
に
近
い
た
め
、
輸

送
面
で
の
優
位
性
も
あ
り
、
安
定
的
な

生
産
と
販
売
経
路
を
確
保
で
き
れ
ば
、

大
き
な
需
要
が
見
込
め
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
国
内
で
の
取
組
事
例
が
少
な
い

の
で
上
手
く
出
来
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
物
は
試
し
と
い
う
こ
と
で
今
年
度

の
活
動
の
中
で
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

クランベリーの苗

クランベリーのお菓子
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健康通信

  

南
会
津
町
民
の
健
康
状
態
っ
て

南
会
津
町
民
の
健
康
状
態
っ
て

  　
　
　
　
　
　

知
っ
て
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　

知
っ
て
ま
す
か
？

健康　　　

　　コラム 

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
外
出

機
会
や
運
動
機
会
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
全
国
的
に
も
健
康
指
標
の
悪
化
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と

が
増
え
た
」「
運
動
な
ど
体
を
動
か
す

機
会
が
減
っ
た
」「
地
域
の
人
と
の
交

流
が
減
っ
た
」「
体
重
が
増
え
た
」
な

ど
の
声
が
多
く
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
を
通
し
て
町
の
健

康
課
題
や
情
報
、
実
施
し
て
い
る
事
業

を
健
康
コ
ラ
ム
と
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
五
十
嵐
加
奈
子
保
健
師

よ
り
「
町
の
健
康
課
題
」
に
つ
い
て
ご

案
内
し
ま
す
。

【
町
の
健
康
状
態
】

　

町
内
で
は
ど
の
よ
う
な
病
気
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
の
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

実
は
、
国
や
福
島
県
、
同
規
模
町
村

と
比
べ
、
心
臓
病
な
ど
の
自
分
で
予
防

で
き
る
病
気
で
亡
く
な
る
人
の
割
合
が

高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

令和３年度死亡率割合表
死亡率（％） 南会津町 同規模町村 福島県 国

主
な
死
因

がん ４５．１ ４７．３ ４６．２ ５０．２
心臓病 ３３．１ ２９．３ ２９．６ ２７．７
脳疾患 １２．７ １５．２ １６．５ １４．２
糖尿病 ２．８ １．８ ２．１ １．８
腎不全 ２．８ ３．９ ３．１ ３．５
自殺 ３．５ ２．２ ２．５ ２．６

福島県は急性心筋梗塞に
よる死亡が全国第１位

（人口動態特殊報告平成25～ 29年）

そんな中、本町は国や県、
同規模町村と比較しても
心臓病で亡くなる割合が
高い状況です。

予防できる病気の中で、脳疾患による死亡率は令和３年度は国等と比較して低くなってい
ますが、令和２年度の死亡率では他と比較して1.2～ 1.4倍高い状況でした。

　心臓病や脳疾患は、主に血管を痛める生活習慣病の重症化が原因です。
　生活習慣病は肥満や高血圧症・糖尿病・脂質異常症・慢性腎臓病等ですが自覚症状が
なく、倒れて初めて重症化していたと気づくことが多い病気です。南会津町では、特
に高血圧症にかかっている割合が高いのが特長です。
　また、国民健康保険加入者の特定健診結果で医療が必要と判断された方が、その後 
医療機関を受診しない割合・治療を受けていない割合が国や県、同規模町村と比較し
て高いのも特徴です。

 ◆生活習慣病について

  【問合せ】  健康福祉課  健康増進係  電話  0241-62-6180

皆さん自身の行動が命を大きく左右します！
まずは健診を受診して
　　➊血管の状態を知る
　　❷異常があれば受診・治療
　　❸生活習慣の改善＝検査データの改善
町保健師・栄養士が健診結果のご説明・生活
改善などのお手伝いをしています。

 ◆自分で予防するには・・・

保健師
五十嵐加奈子
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発
達
障
害
の
理
解
に
つ
い
て

　
発
達
障
害
の
理
解
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

　
　
　
　
　
　
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

今
回
の
タ
イ
ト
ル
は
、
国
連
が
定

め
た
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

２
０
２
３
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

毎
年
４
月
２
日
は
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
と
さ
れ
、
世
界
各
地
で

自
閉
症
の
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
で
あ
る
青
色

を
基
調
と
し
た
建
物
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

や
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
す
。
全
国
で

は
東
京
タ
ワ
ー
や
大
阪
城
、
福
島
県

で
は
各
電
力
セ
ン
タ
ー
が
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
。
そ
し
て
、
こ
の
４
月
は
自
閉
症
啓

発
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
自
閉
症
を
含
む

発
達
障
害
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
も
ら

う
啓
発
期
間
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

有
名
な
ア
ニ
メ
「
セ
サ
ミ
ス
ト

リ
ー
ト
」に
出
て
く
る
女
の
子
・

ジ
ュ
リ
ア
は
自
閉
症
を
持
つ
登
場
人
物

と
し
て
有
名
で
す
。啓
発
教
材
と
し
て
、

主
人
公
の
エ
ル
モ
が
上
手
な
対
応
を
し

て
い
る
動
画
もYouTube

な
ど
で
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
方
は

ぜ
ひ
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
数
年
、
自
閉
症
は
広
く
特
徴

を
捉
え
る
「
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ

ム
症
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

は
「
発
達
障
害
」
の
一
分
野
で
す
。

最
近
で
も
、
自
閉
症
と
い
う
漢
字

か
ら
印
象
を
受
け
、「
誰
と
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ら
な
い
」

「
ま
っ
た
く
話
を
し
な
い
」な
ど
の
誤
っ

た
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
正
し
く
は
「
物
事
の
捉
え
方

や
感
じ
方
に
特
徴
が
あ
る
少
数
派
の

人
」
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
良
い
・
悪
い
で
は
な
く
、
そ
う

い
っ
た
個
性
を
持
つ
と
い
う
だ
け
の
こ

と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
特
徴
を

持
つ
人
は
、
大
多
数
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
だ
っ
た
り
、
多

く
の
人
が
気
に
留
め
な
い
こ
と
で
不
安

を
感
じ
や
す
か
っ
た
り
、
好
き
な
こ
と

へ
の
集
中
が
と
て
も
強
か
っ
た
り
す
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
理
解
を
難
し
く
す

る
の
は
、
同
じ
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

の
特
徴
を
持
つ
人
で
も
、
特
徴
の
あ
ら

わ
れ
方
に
は
個
人
差
が
あ
っ
た
り
、
同

じ
人
で
も
年
齢
に
よ
っ
て
特
徴
が
変
化

し
た
り
と
一
様
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

医
学
的
な
検
査
で
は
見
つ
け
に
く
い
脳

機
能
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
に
よ
る
も
の

な
の
で
、
心
の
病
気
で
も
本
人
の
わ

が
ま
ま
で
も
な
く
、
し
つ
け
の
不
足
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
特
徴
を

持
ち
つ
つ
、
社
会
的
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
職
業
に
就
い
て
い
る
方

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
特
徴
が
活

か
さ
れ
る
職
業
の
代
表
例
は
、
医
師
・

公
務
員
・
警
察
官
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で

す
。

す

ま

い

る

だ

よ

り

「
み
ん
な
た
い
せ
つ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

  
～
こ
せ
い 

と
く
せ
い 

た
よ
う
せ
い
～
」

vol.vol.

5454

➊
発
達
障
害
と
は
、
誰
に
で
も
あ
る
得

　

意
・
不
得
意
や
感
じ
方
が
多
く
の
人

　

よ
り
も
個
性
的
な
状
態
の
こ
と
。

➋
発
達
障
害
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
こ

　

と
が
、
将
来
の
選
択
肢
を
狭
め
る
こ

　

と
に
は
な
ら
な
い
。

❸
発
達
障
害
の
特
徴
は
、
本
人
の
わ
が

　

ま
ま
や
育
て
方
の
せ
い
で
は
な
い
。

❹
大
切
な
こ
と
は
、
少
し
困
っ
た
く
ら

　

い
の
段
階
で
相
談
で
き
る
専
門
家
を

　

身
近
に
持
っ
て
い
る
こ
と
。

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
に
つ
い
て

考
え
る
際
に
大
切
な
こ
と
は
、

子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
か
ら
特
徴
を
理

解
し
て
応
援
し
て
く
れ
る
環
境
を
用
意

す
る
こ
と
、
子
ど
も
が
好
き
な
こ
と
を

見
つ
け
ら
れ
る
余
裕
を
周
り
の
大
人
が

持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
や
そ
の
他

の
発
達
障
害
の
特
徴
を
持
っ
て

い
る
人
は
身
近
に
い
ま
す
し
、
診
断
を

受
け
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
、
周
囲
の
人
た
ち
が
正
し
い
知
識

で
互
い
に
理
解
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
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健康通信

日　程 病院名 電話番号

４月16日 馬場医院 0241-62-0141

４月23日 なかやクリニック 0241-73-2036

４月30日 舘岩愛輝診療所 0241-78-8688

５月７日 伊南小野木クリニック 0241-76-7780

５月14日 耳鼻咽喉科あべクリニック 0241-62-8733

５月21日 朝日診療所（只見町） 0241-84-2221

５月28日 きむらクリニック 0241-62-5576

※午前中のみの診察となります。ご注意ください。

  ４ ・５月の　　
　　日曜当番医

作り方　

❶ さつま芋は５㎜厚さの斜め切りにしてから５㎜幅の細切りに、にらは３㎝長さに切りそれぞれ水にさらし水気をよくとる

❷ 人参はさつま芋より細めに切り、生姜は３㎝長さのせん切りにする

❸ ➊➋をボウルに入れて溶きほぐした卵を加えて混ぜ合わせ、水と砂糖・しょうゆ・塩を加えさらに混ぜ、最後に小麦粉と

　 もち米粉を加え、だまがなくなるまでよくかき混ぜる（衣は市販の天ぷら粉を利用してもOK ！）

❹ 油を１７０℃に熱し、➌を少しずつまとめて入れ、こんがりと色づくまで揚げれば完成

　さつま芋の栄養成分の最大の特徴は、豊富な食物繊

維です。さらにヤラピンという成分が排泄を助け、便

秘をふせいでくれます。ビタミンCもみかんに匹敵する

ほど豊富に、しかも加熱してもこわれにくい形で含ま

れています。また、皮にはアントシアニンやクロロゲ

ンなどの栄養素が含まれています。

　しかし、さつま芋は身体や脳のエネルギー源である

炭水化物を多く含むため、摂り過ぎは注意です。

　さつま芋のかき揚げ　さつま芋のかき揚げ

栄養価（１人分）

エネルギー　206kcal

たんぱく質　　  4.2ｇ

脂質　　　　     6.8ｇ

炭水化物　　   30.6ｇ

塩分相当量　　  0.6ｇ

材料（２人分）

さつま芋　　　　　　100g

人参　　　　　　　　  50g

生姜　　　　　　　　  10g

にら　　　　　　　　   3本

小麦粉　　　　　　    80ｇ

もち米粉　　 　　　　20ｇ

卵　　　　　　　　　　1個

水　　　　　　　　大さじ4

砂糖　　　　　　　大さじ1

薄口しょうゆ　　　小さじ1

塩　　　　　　　　　　1ｇ

栄養士監修コラム 

今月の健康レシピ今月の健康レシピ

 今月の野菜

さつま芋

　 【すまいるだよりに関する問合せ】
　   子育て世代包括支援センター「えがお」
　   （健康福祉課  子育て支援係内）
     　　　　　　　　　   電話  0241-62-6170
　   メールでの相談はコチラ▶
　     egao@minamiaizu.org

■ えがおスタッフからのおすすめ

【関連サイト】
　世界自閉症啓発デー
　日本実行委員会公式
　　　　  Web サイト
　　　　          ▼
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文
芸
ご
よ
み

　

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　
　
　
　

里
畑
に
煙
一
筋
水
温
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

昂
明

　
　
　
　

水
温
む
妻
の
命
日
墓
洗
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
孤
庵

　
　
　
　

ば
っ
た
り
の
音
の
リ
ズ
ム
や
春
の
空　
　
　
　
　

湯
田　

畊
道

　

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　
　
　
　

あ
め
よ
ば
れ
八
十
路
の
命
み
な
笑
顔　
　
　
　
　

馬
場　

忠
子

　
　
　
　

背
の
丈
を
柱
に
記
す
雛
祭
り　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　
　

良

　
　
　
　

大
袈
裟
に
年
齢
を
か
ぞ
う
る
春
吹
雪　
　
　
　
　

岡
本
り
つ
子

　

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　
　
　
　

先
見
え
ぬ
夜
も
足
も
と
に
春
の
闇　
　
　
　
　
　

平
野
恵
美
子

　
　
　
　

春
風
や
闘
志
い
だ
き
て
君
は
立
つ　
　
　
　
　
　

酒
井　

里
美

　
　
　
　

茶
の
と
も
は
海
の
土
産
や
日
脚
伸
ぶ　
　
　
　
　

渡
部　

華
子

　

鴫
山
短
歌
会

　
　
　
　

正
月
に
カ
ン
ジ
キ
は
い
て
叫
び
け
り

　
　
　
　
　
「
チ
ヂ
ン
棒
の
お
通
り
だ
長
虫
来
ん
な
」　　

   

澤
崎　

芳
子
（
寺
前
）

　
　
　
　

高
砂
を
重
ね
て
早
く
も
ダ
イ
ヤ
婚

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ぎ
は
白
寿
と
誓
い
を
立
て
る　
　
　

湯
田　
　

清（
栗
生
沢
）

　
　
　
　

新
雪
を
「
ぼ
う
ふ
ら
漕
ぎ
」
せ
し
腰
つ
切
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

雪
に
塗ま

み

れ
る
木で

ぐ偶
の
坊ば

う

た
り　
　
　

湯
田　

恭
之（
田
沢
）

伊勢
道中記

　旅の42日目に当たる３月26日、
一行は宿泊地の宮原(和歌山県
有田市宮原)を午前６時に出立。
熊野古道の「蕪

かぶらさか

坂峠」を越え、
左右の山間に沢山のミカン畑を
見ながら歩を進め、西国三十三
観音第２番札所・紀

き み い

三井寺(和歌
山県和歌山市)を参詣しました。
　そこから、太平洋に面し風光
明媚な「和歌の浦」を舟に乗っ

て見物しました。道中記には、
松尾芭蕉が「和歌の浦」を詠ん
だ「行春に、和歌の浦にて、追
いつきたり」という句が記され
ています。
　そこから一行は、和歌山天満
宮、徳川家康を祀った紀州東照
宮に拝礼し、激しく降る雨の中
を急ぎ、和歌山城を見物、西国
三十三観音第三番札所・粉

こ か わ で ら

川寺

(和歌山県紀の川市粉河)を目指
しました。
　この日は春の嵐が吹き荒れ、
大変苦労した道中だったようで
す。道中記には、「夜に入って誠
に見ず知らずの道で、ようやく
粉川の宿に着く」と記されてい
ます。

第 23話第 23話

歴史シリーズ歴史シリーズ

【写真㊧】
　道中記に描かれて
いる西国三十三観音
第三番札所・紀三井
寺の様子
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３月 会議 ・行事名
１ 県立南会津高等学校卒業証書授与式
２ 都市計画審議会／ふくしまｷｯｽﾞﾄﾚｲﾙﾗﾝ主催者来庁
４ 南会津町教育委員会表彰式
7 課長会議
8 福島県知事との現地視察及び意見交換
9 東京大学副学長来庁
10 第１回町議会定例会（初日）
11 田島保育園卒園式

渡部町長の公務百景 （ № 11 ）
※町長の公務を報告するコーナーです。

15 第１回町議会定例会（２日目）
16 第１回町議会定例会（３日目）
17 第１回町議会定例会（４日目）
20 県立南会津高等学校閉校式／南会津振興局長来庁
22 会津ガス社長来庁／郡山自衛隊来庁

23 阿賀川河川事務所長来庁／会津乗合自動車㈱来庁
街路灯寄贈式（東北電力㈱）／ようこそ町長室へ（臨時）

24 田部原保育所満了式／第159回野岩鉄道取締役会
27 第152回会津鉄道取締役会
28 南会津会理事会
29 南会津地方環境衛生組合・広域市町村圏組合議会臨時会
30 田島高校閉校式
31 退職職員辞令交付式・感謝状贈呈式

今月号の目次

　Ｐ２ ：令和５年度南会津町政施政方針 ・主要事業

　Ｐ６ ：令和５年度当初予算概要

　Ｐ８ ：令和５年度町職員配置表

　Ｐ10 ：令和４年度南会津町教育委員会表彰式

　Ｐ12 ：役場からのお知らせ
　　　　　第三次南会津町総合振興計画　　　　など（10件）

　Ｐ18 ：まちの話題
　　　　　私のベストショットが集う　　　　　など（９件）

　Ｐ22 ：学び舎スケッチ
　　　　　町内各学校の日常をご紹介、図書館へ行こう！

　Ｐ26 ： 地域おこし協力隊通信
　　　　　一年目の活動に磨きをかける

　Ｐ27 ： 健康通信
　　　　　健康コラム、すまいるだより、日曜当番医
　　　　　健康レシピ
　Ｐ30 ：文芸・戸籍など
　　　　　伊勢道中記、文芸ごよみ、渡部町長の公務百景、
　　　　　戸籍の窓口、今月号の目次、編集後記

　Ｐ32 ：Only One
　　　　　五十嵐史織さん、今月号の表紙、４月の納税こよみ

◆新年度となり、広報担当として２年目を迎えます。相変わら
　ず、つたない文書と見栄えのしない写真かもしれませんが、
　奥深くに眠っているであろう我が力を開放し、読みやすく、
　人や町の表情を伝えることができる広報紙を目指し頑張りま
　すので、みなさまよろしくお願いします。
　　　　　ご意見 ・ご要望はコチラまで　　

　総合政策課　馬場貴大　kouhou@minamiaizu.org

編集後記

戸籍の窓口 （２月25日～３月24日）
※上記期間の届け出のうち、承諾のあったものを掲載しています。

「戸籍の窓口」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

お詫びと訂正
　 広報 2023 年 3 月号（№ 204）14 ページの「まちの話題」でお名前
 のふりがなに誤りがありました。深くお詫びし、訂正いたします。

誤　菊地朝
あ き と

仁　さん　　　　　正　菊地朝
あ さ と

仁　さん
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 電
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  0241 - 62 - 6210　

／
　

FAX  0241 - 62 - 1288
４

月
号

   №
205

令
和

５
年

４
月

12日
発

行

南会津町の人口

   世帯数　6,370 世帯数　6,370世帯（-46）世帯（-46）    総人口　13,972 総人口　13,972人（-133）人（-133）    男　6,886 男　6,886人（-88）人（-88）    女　7,086 女　7,086人（-45）人（-45）

※ 令和５年４月１日現在（　）内は前月比※ 令和５年４月１日現在（　）内は前月比

   ■ 今月号の表紙

　荒海中学校の卒業式での１
コマ。３年間着け続けたマス
クを外し、すがすがしい表情
で式に臨む姿が。卒業生は、
たくさんの思い出を振り返り
ながら、新たな１歩に期待を
膨らませていました。

ふるさと納税
▼

町公式ＨＰ
▼   ■ ４月の納税こよみ

    町県民税  　　　　　（　ー　）
    固定資産税 　　　　 （　ー　）
    国民健康保険税　　  （　ー　）
    介護保険料 　　　　 （　ー　）
    後期高齢者医療保険料  （　ー　）
    国民年金保険料 　　 （３月分）

納期限　        ５月１日（月）
休日納税相談   ４月30日（日）
      8:30~12:30（本庁のみ開催）

　
「
燈
が
一
つ
灯
る
だ
け
で
、
中
心
市
街

地
の
雰
囲
気
が
変
わ
る
。
自
分
が
暮
ら
す

町
だ
か
ら
楽
し
い
と
こ
ろ
に
し
た
い
」
と

語
る
五
十
嵐
史
織
さ
ん
。
昨
年
７
月
に
、

雑
貨
店
「
ひ
と
粒
」
の
店
主
と
し
て
再
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

以
前
は
、
会
津
若
松
市
に
お
店
を
構
え

て
い
ま
し
た
が
、
結
婚
を
機
に
夫
の
大
輔

さ
ん
が
営
む
カ
フ
ェ
の
中
に
移
転
。
そ
し

て
今
回
、
雑
貨
店
と
し
て
カ
フ
ェ
の
近
く

に
店
舗
を
構
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は「
人
が
歩
く
町
に
し
た
い
」

と
い
う
夫
・
大
輔
さ
ん
の
思
い
に
も
繋
が

り
ま
す
。
カ
フ
ェ
に
来
た
方
が
立
寄
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
市
街
地
を
歩
く
人
の
流

れ
に
な
れ
ば
と
五
十
嵐
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
過
に
お
い
て
実
店
舗
を
持
つ
こ

と
は
難
し
い
選
択
に
も
思
え
ま
す
が
、
失

敗
す
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
て
は
、
楽

し
い
人
生
・
楽
し
い
町
に
は
な
ら
な
い—

。

お
店
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
後
を
追
っ
て

く
れ
る
人
が
増
え
て
く
れ
れ
ば
と
意
気
込

み
ま
す
。

　

店
舗
を
持
っ
て
再
認
識
し
た
こ
と
は
、

好
き
な
雑
貨
や
日
用
品
囲
ま
れ
る
日
々
は

心
が
躍
る
と
い
う
こ
と
。
眺
め
る
だ
け
で

わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
そ
ん
な
お
店
に

五
十
嵐
さ
ん
は
今
日
も
燈
を
灯
し
ま
す
。

  五十嵐  史
し お り

織  さん (後原)

　　好きを追求した積み重ねが
　　　　　　　　今の暮らしに－

Only One
Vol. 23

 　
 　ひと粒　（インスタグラム）▶


